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石川医報の「読者からの声」は、会員がい
ろいろな意見を交換する場です。
ぜひ、皆様からのご意見、ご投稿をお待ち
しております。 （編集部より）

女性医師の窓

珠玉の趣味の時間

金沢医療センター臨床検査科・病理診断科
笠島 里美

病理医は全医師の０．５％、患者さんに会う事はないので、一般社会での認識は非常に低いですが、私は、病

理は、治療を方向付ける最終診断を行う、或いは新たな疾患概念を提唱できる、自由性の高い面白い分野だと

思っています。とはいえ理想の病理医への道は大変険しく、いつか立派な病理医になれるといいなあと思って

いる間に２０年も経ってしまいました。

私のささやかな趣味は、美術館巡りです。子供達が大分育ってきて、少し時間の余裕ができ、美術館巡りの

趣味も復活してきました。学会に行った時に時間を作って近くの美術館に行く事を、学会発表で苦労した自分

へのご褒美にしています。日々の生活から離れて、よく知らない土地の美術館に行く事には幾つもの楽しみの

ポイントがあります。先ず、美術館自体の建物の造形美です。明治時代の洋館を改築した美術館は建物や内装

自体が懐古的な美があり、近代建築は建築家の嗜好に満ち、構造物として驚きや刺激に満ちています。美術館

へのアプローチから非日常に誘われて行きます。勿論、展覧会の展示物も本物は、写真や画像では味わえない

輝きに満ちており、学芸員さんの企画力によって、魅力が更に増しているように思います。

昨年の美術館巡りの珍道中を少し書き連ねます。先ず、晩春、仙台での日本病理学会の帰りに、上野の伊藤

若冲展に行ってきました。東北新幹線の中で、乗り継ぎをずらせば行けると気が付き、大宮で急遽上野乗り換

えに変更しました。奇才と言われる若冲は、近年再評価されており、展覧会の人気は凄まじいものでした。美

術館に到着したのは、お昼過ぎ。既に人垣で建物は覆われ、入館待ち行例の最後尾は、まさかの３時間待ち。

熱中症対策として、給水場と日傘の貸し出し、職員さんの見回りがあった事にも驚きました。建物の裏から、

入り口が見える辺り迄進むのに約２時間、行列がまだ何重にも蜷局を巻いています。新幹線の乗り継ぎ時間ま

で１時間を切ったところで、動悸が激しくなってきました。帰りの新幹線に遅れる可能性が高い、、。でも、

私は入館する覚悟を決めました。金沢在住の私が本物の若冲を間近で鑑賞できる千載一遇のチャンスなのです。

やっと入館できたのは新幹線乗り継ぎの４０分前でした。立ちん坊でかなり疲弊していましたが、視線を上げる

と、少し離れて、ライトに煌々と照らされた軍鶏図が、入場者を睥睨していました。そして、その隣には、白

金に輝く鳳凰が翼を広げようとしています。アドレナリンが湧いてくるのがわかり、至宝の絵に近づくにつれ、

自分の方が舞い上がる心地でした。

次は、盛夏の京都のダリ展です。美術館へ向かうバスの中には、既に奇妙な着物をきた若者や独特のひげを

生やした中年男性がいて、気分を盛り上げます。入館すると、すぐに大きなベットと暖炉で、ダリの絵が再現

されており、絵の中に入ったように写真が撮れます。途中の小休憩では、ダリ作のミニ映画が上映されていま

した。ふっとスクリーンに視点をずらすと、眼球に針を突き刺すシーンが視界に飛び込んできて、叫び声を飲

み込みました。
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昨年の最後に、初冬の上野へゴッホとゴーギャン展に行ってきました。廻っている途中で、今回の展示に、

ゴッホの向日葵は来ていないことがわかって寂しい気持ちにもなっていました。でも、展示の最後に、見慣れ

ぬ向日葵の絵が架けられ、ゴッホと同じ種類の向日葵が少し優しい色合いで描かれていました。解説を読むと、

この絵はゴッホの死後にゴーギャンが向日葵の種を取り寄せ、同じ花を描いたそうです。展示場所が、ゴッホ

の不在を忍ぶゴーギャンの思いを色濃く感じさせるようで、更に胸を打たれました。

振り返ると、学会場所と自分の発表と、そして美術館の佇まいと印象深かった絵が、オーバーラップして思

い出されます。美術館は綺羅星の如く全国に散らばり、展覧会の企画も目白押しです。参加する学会と、行き

たい企画の巡り合わせが良い時は、運のよさにガッツポーズです。病理医は、細胞形態、組織構築の異常さを

感知するようなトレーニングを受けるので、形や色の絶妙さを認識するという点で、絵画の鑑賞と少し繋がっ

ているのではないか、と言い訳しつつ、次の学会の近くの美術館をチェックしています。


